
 

 

Ｅ Ｔ Ｃ 普及促進に向けた４ つの総合施策 

 

 

Ｅ Ｔ Ｃ で採用された無線通信技術（Ｄ Ｓ Ｒ Ｃ ）とは？  

  ETC で採用された無線通信技術（ＤＳＲＣ）は、双方向・高速大容量通信（最大無線電送

速度 4Mbps）が可能であり、路車間での多様な ITS サービスを官民が共通の通信方式で提供

できるよう、ITU（国際電気通信連合）において国際標準化されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考１ 

DSRCによる情報のやりとり

路
側
機

車載器を搭載した車両

ネットワークへ接続

ＤＳＲＣのイメージ 

１．ＥＴＣ利用者に特化した割引

●都市高速道路の回数券と同等以上の割引制度

●乗り継ぎ制度の拡充　等

⇒　現行ストップ型割引との競争力確保
　・偽造の発生しているハイウェイカード・回数券は

　　早期に廃止し、ＥＴＣに集約

３．車載器レンタル制度の導入
　　（利用者のオプションの拡充）

現在　販売方式のみ
↓
将来　利用者の事情により
　　　　販売方式とリース方式を選択可

２．道路行政と自動車行政の連携強化

●道路運送業者等への利用促進の働きかけ、

　負担軽減等のインセンティブ付与

⇒利用率の向上

●他のＤＳＲＣ※サービスとの連携に係る研究開発
　民と官の連携による、ＥＴＣの無線通信技術を活用した

　多様なサービスの開発支援

　　　・駐車場料金決済

　　　・ガソリンスタンド決済

　　　・ドライブスルー決済

　　　・商用車運行管理

　　　・音楽等の配信サービス（ブロードバンド）

　⇒ビルトイン化推進のための条件整理等

　⇒車載器の付加価値の向上（マルチ化）

６．ＥＴＣ対応料金所の拡充

●全国ネットワークへのサービス展開
　（原則として、全てのＩＣでＥＴＣ対応）

⇒　カバーエリアの拡大

⇒　利用者の利便性向上

●追加ＩＣはＥＴＣ専用ＩＣとして建設

●専用運用に関する社会実験の実施

施策の選択肢拡大

ＥＴＣの普及　　　　　多様な施策の実施

普及のインセンティブの拡大

総合施策により、ＥＴＣ普及における正のサイクルを確立

１．ＥＴＣ利用者に特化した割引
２．道路行政と自動車行政の連携強化

３．車載器リース制度の創設
　　（利用者のオプションの拡充）

４．ＥＴＣ対応料金所の拡充 ※DSRC（Dedicated Short Range Communication）：狭域通信


